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適熱キウイフルーツ果実のORAC値は さ`ぬきゴールド'> レ`インボーレッド'> へ`イワード'> 香`粋'> 番`
線'の順に高く､ポリフェノール含有量も同様な傾向を示し､ポリフェノールを中心とした機能性を期待するには､ さ`
ぬきゴールド'が最も優れていることが示唆された.追熱過程における抗酸化能とポリフェノール含有量においては､総
じて大きな変動はなく安定しており,追熱後でも抗酸化能は維持していることが明らかとなった｡ 番`線'､ 香`粋'､ さ`

















番`線', 香`粋', さ`ぬきゴールド', レ`インボーレッド'を用いて抗酸化活性,ポリフェノール含
量およびカロテノイド組成を調査し,それぞれの機能性に基づいた品種特性の評価を行った｡さらに,
番`線'を用いて､抗糖尿病作用成分を含むことを培養した脂肪細胞によるアッセイ系を用いて明らか
にした｡すなわち, 香`緑'幼巣の抽出画分はpPARγ遺伝子および脂肪細胞特異的な遺伝子発現を活性
化し,抗糖尿病作用を有するアディボネクチンを増加させ,糖尿病を悪化させる炎症性サイトカインⅠし6､
MCP-1を低下させたことを実証した.キウイフルーツが抗糖尿病作用活性成分を含むことは本研究で初
めて明らかにされた事実であり,高く評価できる｡
さらに,本研究は へ`イワード'およびキウイフルーツ優良新品種について,UPLCIQTOF-MSを用い
て含有成分の質量データを網羅的に取得し,主成分解析によって レ`インボーレッド'ではCyanidin
3-0-β-galactoside及びEsculin, へ`イワード'ではEugenolacetateが品種に特徴的な化合物として推定し
た｡キウイフルーツ果実に含まれる抗糖尿病作用成分については, 香`緑'抽出活性画分をLC-FTICR-MS
を用いて解析し,活性成分のひとつはOleamideであることを示唆したO
これらの研究成果は､キウイフルーツ果実の機能性として,抗糖尿病作用および抗酸化活性を明確に
実証したものであり,今後の活性成分の更なる解析に道を開き,同果実の消費拡大にも寄与すると期待
できる｡
したがって,本論文は博士 (農学)学位に十分に値すると評価した｡
